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日立造船株式会社における

大形計算機∴H‖‾AC8700の磁気テープファイルの
ボリューム管理システムと課金システム
Management and Accounting SYStem Of Magnetic Tape Volume and Other

Resources at HITAC8700Computing Center of HitachiZ6sen Ltd.

本論文は,日立造船株式会社におけるHITAC 8700/OS7の運用システムで特徴

的な二つのサブシステムを紹介した｡一つは磁気テープ ファイルのポリュⅥム管理

システムであり,他は課金システムである｡

前者は,ジョブに対するボリュームの割当てを自動化することによって,センタ

でのオペレーションを著しく簡素化することに成功しており,それとともに,標準

的なオペレーションを可能にすることによって,課金システムにおける料金計算の

妥当性を裏づける一つとなっている｡後者は,センタの各リソースの使用量に基づ

き,どんなジョブに対.しても同質の料金計算を行ない,請求をたてるシステムであ

り,ジョブの経過時間を基本にした従来のシステムに比べ,よr)正確な会計情報を

提供するものとなっている｡

□ 緒 言

昭和49年4月,大形コンピュータHITAC 8700をセンタに

導入するに当たって,筆者らはセンタの効率的運用,及び省

力化,自動化を目指して,HITAC 8700/OS7という本格的

マルチ バーチャル システムの特性を生かした,特徴ある運

用システムの開発を行なってきた｡

そこで,この大形コンピュータが安定稼動に入ったのを機

会に,運用システムのうちほぼ完成したボリューム管理シス

テムと課金システムとについて述べる｡まだ省力化,自動化

には程遠いものであるが,諸賢の参考ともなれば幸いである｡

6 運用システムの概要

2.1 運用システム

HITAC 8700/OS7の導入によるセンタの開設に当たっ

て,運用上の主眼となったのは次の2点である｡

まず,センタでの業務分担を明確にすることであり,図1

はこの業務分担と各業務をサポートするサブシステムを示し

ている｡これらのサブシステムは少なくともその一部がO S7

に組み込まれた機能によって実現されるもので,表lにその

概要を示す｡これらのうち,スケジューリング システムとイ

ン70ット ンステムは,主として事務計算のように,あらかじ

めセンタに登録され,日程計画が立てられるジョブを対象と

し,各業務を効率的に運用することを強く意識したものであ

り,これらのサブシステムのサポートによって,いわゆる横

割りの業務分担が可能になった｡

i欠に,センタと利用者の関係をいわばもっとドライなものに

することであり,このための具体策が次のサブシステムである｡

(1)ボリューム管理システム

これは耳遠気テープ ファイルの取扱いにまつわるあらゆる

トラブルを解消することがねらいである｡このシステムによ

り,センタでは磁気テープの操作上,ボリュームについてだ
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け意言哉すればよく,ファイルは意識の対象にはならない｡逆

に,利用者はファイルの定義上,そのボリュームについては

意識しなくてもよい｡ファイルとボリュームの結合は,この

システムが自動的に行なう｡このシステムにつし､ては3.1で

述べる｡

(2)課金システム

センタは利用者のジョブがセンタのどのリソースをどれだ
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図l センタ業務とサブシステム センタ オウン コーティングに関連

するセンタ業務は,五つの業務に分担され.それぞれをサポートするサブシス

テムがある｡
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表I 運用サブシステムとその機能 各サブシステムはOS7の延長とLての機能を持つ｡

サ ブ シ ス テ ム
l

機 能10S7との関係
l

運 用

スケジューリング

l

従属ジョブ制御コマンドによ 組込みコマンド及びマクロ ジョブ(コマンド)をファイル化Lて.実行中のジョブ

システム るジョブの自動入力 コマンドとLてOS7に登寄書

l
から,二のファイル中の従属ジョブを入力する｡

データの到着日もこれを独立に入力する｡可能な場合,

ニのデータを処理するジョブを従属ジョブとする｡

インプット システム

】

三;三…三三;:三;喜;√デj誓言こごごごご器芸責
1

l

l

ジョブ(コマンド)入力時磁気;センタオウンコーティング

テープポリュⅦムの自動割当!の磯能とLてOS7に組み込

rて 喜む0

ボリューム管理 カタログ ファイルを参照Lて,磁気テープ台帳ファイ

システム

lルを更新する問いニシステムとする白
センタ オウン コーティング

課金システム

システ◆ム
+-…

ジェネレーション

ブごとの料金計算

7の作成

⊥_軍
センタ オワン コーディング

の組込み

としてO S7に組み込

O S7のSta｢ter Operat■=g

System(SOS)

ジョブごとの料金計算の結果を集計して,利用部門に

対して振替請求する｡

O S7のチューン アップと拡張

テープ ポリュ…ムの自動割

け仕ったかによって,利鞘者に対する請求をたて,費用のk!J

収を阿る｡利用者の側では,センタ利用__との原価意言放がより

明確になる｡事実,このシステムの帖幸艮は財務会計システム

(一一般管理費/原価言卜算システム)の入力情報となると同時に,

センタを効率的に運用するための経済怖からみた評価恭準と

してi舌用できる情報となる｡このシステムについては3.2で

述べる｡

2.2 センタ オウン コーディング

F-1立造船株式会社における連用システムの特徴は,磁気テ

【プのボりユーーム管理システムと課金システムであるが,こ

れらのサブシステムの形態上の特徴とLて,それらがO S7

(管理プログラム)の延長であるセンタ オウン コーディング

によって実現されたことを挙げることができる｡

O S7のセンタ オウン コーティ ングには多くのインタフ

ェースが用意されているが,ここでは運用システムで利用さ

れたものにつし､てその概要を示す｡

センタ オウン コー【ディ ングは,ユーザー ジョブの入力

(リーグ),実行(ジョブ ステップ),出力(ライタ)の各タス

クで実行され,幾つかのオペレ【タ コマンド(それ自身オウ
ン

コーディングである)を含むセンタ ジョブによって支拐さ

れている｡これらのオウン コーディング ルーチンの位置づ

けは図2に見られるとおりである｡

ジョブに対する磁気テープ ボリュームの自動割当ては,

入力リーグ(主としてトランスレーダ ル椚ナン)によって行な

われ,課金情報の収集と料金計算は主としてジョブ ステッ

プ タスク(ステップ/ジョブ実行終了時ルーチン)によって行

なわれる｡

6】 ボリューム管王里システムと課金システム

3.1ボリューム管理システム

ジョブの実行のための主要なオペレーションとLて,機械

操作以外に,磁気テープ ポリュ【ムとフォーム用紙などの出

庫がある｡特に,磁気テープ ボリュームについては,そのポ

リュ【ム管理をOS7におけるカタログ ファイル(利用者ご

との使用中のファイルに関する情報が入っている)と結合する

ことによr),自動的に行なし-,これにより‡滋気テープ ボリュ

ームの出庫指示表を出すことができる｡
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図2 センタ オウン コーディングとセンタ ジョブの位置 ジ

ョブの流れとそれに対応したセンタ
オワン コーティングとセンタ ジョブの

位置を示す｡
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本システムでは,磁気テープ ボリュームを次の四つのこ状態

に分けることにより,ボリューム管理を実現している｡

(1)使用可能二状態

磁気テープ ポリユーームの状態を管理する磁気テrプ缶帳

ファイルに,使用可能として登録されている磁気テープ ボリ

ュームの状態であって,オペレータからの要求によりプrル

に登会読される｡

(2)割当て可能状態

磁気テープ ポリユ∽ムが,

いる二状態で,センタ オウン

メモリ__Lのプールに登錨されて

コーディ ングが各ジョブに自動

割当てを行なう対象となる｡

(3)使用中二状態

センタ オウン コーディングが各ジョブに磁気テーープ ボリ

ュームを自動的に割り当てた後,そのポリュⅦムがカタログ

ファイルに登録された二状態である｡

(4)再使用可能二状態

カタログ ファイルに脊錨された後,そのボリュームが仲川

済みなどによりカタログ ファイルから削除された兆態,ある

いは,プールに登録されいったんジョブに割り当てたが,カ

タログ ファイルに登録されなかった状態である｡

この状態の磁気テープ ポリユーームは,センタ ジョブによ

り崩毒気テープ台帳ファイルに位用可能として登録される｡

この凹つのこ状態の変化を図3にホす｡

3.1.1▲磁気テープ ボリュームの自動割当て

センタの利和者は,新しく作成するファイルを走表すると

き,デバイスにつし､てはもちろん,そのフ7イルをどのボリ

ュームに作成.するかについて意識することなく コマンドを記

述してよい｡OS7では,ジョブの実行時に,このコマンド

によりデバイスを決定するとともに｢過当な+ボリュームのマ

ウント要求を行なう｡マウントのためには,オペレータはあ

らかじめどのボリュームが｢過当な+ポリューームであるかを知

っていなければならない｡この必要な情報をオペレⅦタに知

らせるのが,図4の磁気テープ ボリュームの自動割当てであ

る｡すなわち,新しく作成するファイルを定義Lたコマンドに

対して,センタ オウン コMディングがプールより｢適当な+

ボリュームを割り当て,ジョブが入プJされたときに,オペレ

ータに対し)大の出J車指示を行なう｡

再使用
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イ吏用中

状態

磁気テープ台帳ファイル

に登錦

カタログファイル

に末輩重量

カタログファイルに登録

使用可能

状態

プⅦルに登録

割当て

可能状態

図3 磁気テープボリュームの状態図 磁気テープボリュームの状

態の変化を示す｡
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図4 磁気テープボリュームの自動割当て センタ オケン コーテ

ィングがボリュームを割り当てるとともに,コマンドにボリューム通L番号を

書き加える.⊃

NEW=××××××

同時に,このボリューム通L番号(××××××)をコマン

ド上に書き加える｡これによr),ジョブの実行時オペレーータ

にどのボリュームかを指定Lてマウント要求が出されるシス

テムとなってし､る｡

3.1.2 オペレーション

センタにおける磁気テープ ボリュームに関するオペレーシ

ョンは､図5のようにジョブの人力時とジョブの実行時とに

分けることができる｡

オペレータは,ジョブの入力時に出されるボリューム過し

番･号による出J車指示表に従い,倉庫より磁気テープ ボリュ

ームを淋毒し,準備棚に用意しておく｡そLて,ジョブの実

行時に出されるマウント要求に従い,準備棚に用意された磁

気テープ ボリュームを指定されたi義気テープ装置にマウント

する｡このように,オペレータはそのボリューム通し番号自

体が示す倉庫の棚のイ立置についてだけ意識すればよい便利な

システムになっている｡

3.l.3 処理プログラム

磁乞もテw7いのポリュ【ム管理を行なうプログラムは,セン

タ ジョブとLて実行されるプログラムとセンタ オウン コー

ディ ングから成る｡

(1)センタ ジョブ

センタ ジョブは,磁1tテ【ブの日動講り当てのためのプー

ルをメモリ上に作成する｡システムの起垂加寺,オペレータが

簡単なコマンドを投入することにより,プログラムが実行さ

れ,磁気テープ台帳ファイルから使用lけ能な磁気テープをメ

モリ上に発蝕する｡そして,そのプMル内のボリュームの数

が少なくなる.と,･センタ オウン コmディングが警告を‡】1す

ので,オペレータは簡単なコマンドを拉人Lて再J空プログラ

ムを実行L,新しいプーールを作成する(,

システムの停止前には,別のプログラムが実行され,磁乞毛

テー1プ台帳ファイルに仲用可能な才滋気テープを鷺録する｡

(2)センタ オウン コ】ディング

センタ オウン コーディングは,イ磁妄tテープ ボリュームの

自動割当てを行なう｡この機能は人力リーダのタスクで実行

される｡まず,ジョブの入力中にジョブ(コマンドの集まり)

を解析して,新しく作成する一遍気テーープ ファイルを記述する

コマンドに対し,プールよI川自i大子滋乞もテープ ポリユuムを割

り当て,汁l席▲‡li7幸旺を作成する｡また,そのコマントに対し,
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ジョブーー･宗至コ_ディングー･･

l
出庫指示表

l
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倉庫

/＼
●

●

入力ジョブキュー

準備棚

+

ー一 入カジョブキュー ー■■■■

準備棚

OS7

1
マウント要求

I
.オペレータ

装置

---● ′●

＼プールより得たボリューム通し番号を書き加える｡

ジョブの入力が終わったとき,作成ラ斉みの出庫情報を編集

して操作卓に出庫指示表を出力する｡

3.2 課金システム

3.2.一 課金システムの1幾能

課金システムの目的は,センタ運用の結果を会計に報告す

ることにある｡その機能は,センタに依頼されたジョブの各

各につき,センタの使用料を計算し,これを配賦先(負担部

門,又は工事)ごとに集計することである｡会計では,この計

算の結果はそのまま配賦先ごとの機械計算料として処理され

るが,これはセンタにとってはセンタ部門費の回収にほかな

らない｡そしてその回収の程度はある範匪ほではセンタ シス

テムの運用のいかんにかかっている｡この意味で,それはセ

ンタ運営の重要なバロメータとなるものである｡

課金システムで収集された情報(課金情報)はそのままセ

ンタ システムの稼動実績を表わすものである｡したがって,

これをスケジューリングに反映させることにより,より効果

的な運用を図ることができる｡また課金システムにとっても

その稼動実績はより正確な料金体系を決めるための資料と

なる｡

3.2.2 料金計算

課金システムからみれば,センタにおけるシステム運用の

目標は,一定期間の運用に必要な費用(予算)βとその期間に

処理されるであろうジョブノ(ノ=1,…れ)の間に次のような

関係を成立させることにある｡

月=∑∑凡Jα∫
ノブ

ここで月gJはジョブノが使用したシステムの各リソースgの使

用量であり,α`はそのリソースの単価である｡

したがって,センタが妥当な料金体系を決めるためには,

オペレーティング システム(OS)はセンタが課金対象とする

システムの各リソースについて,ジョブによるその正確な使

用量を与えることができなければならないし,センタはその

各リソースに対して適切な単価を決定しなければならない｡

日立造船株式会社のセンタにおける課金対象としてのリソー

スは表2に示すとおりである｡
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図5 石益気テープボ

リュームのオペレー

ショ ン オペレータ

はジョブの入力時出庫指

示表により磁気テープを

出庫し,ジョブの実行時

マウント要.求により磁気

テープをマウントする｡

課金対象としてのリソースについては,OSはその使用量

を再現性をもって,すなわちジョブが同一であるかぎり,そ

のリソースの使用量を常に一定の値として与えなければなら

ない｡しかし,O S7の場合,メモリ リソースについては,

バーチャル システムのゆえに,多重ジョブの環境のもとでは

本質的に再現性を期待できない｡そこで再現性のある要素に

よってメモリ リソースの使用量を近似するくふうが必要にな

る｡現在のシステムでは,メモリの要素として仮想メモリ予

約量を,時間の要素としては中央処理装置(CPU)占有時間

と入出力時間を用いている｡この人出力時間は更に各装置の

入出回数の一定の関数で近似される｡

課金対象としてのシステムリソースよの単価αfは,各リソ

ースの稼動率に基づく予定操業度P∫とそのりソースに対して
見積られた費用β`から決められる｡

αど=月ど/Pi (月=∑βi)

各リソースの費用は,直接的に発生する費用と,そのリソ

ースに対して配分された間接的な費用から成る｡
3.2.3 処理プログラム

課金システムを構成するプログラムは,センタ オウンコ

表2 課金対象.としてのシステムリソースと計算の仕方 センタ

オウン コーディングは各ジョブステップごとに,二のような計算を行なう｡

王 システム リソース
OS 7によって与えられた情報と

センタ オワン コーディングによる計算

l CPU 斤1=CPU占有時間(秒)

2 メモリ
斤2=仮想メモリ予約量×(凡十/(入出力

回数))(ページ秒)

3一丁
各人出力チャネルと 尺ふ=装置々の入出力Ⅰ司教

入出力装置 (〟=3,
,7)

8～m 各フォーム用紙
凡=フォーム用紙Jの使用ページ数

(J=8, ･･,m)

ジョブノの料金=∑ 凡J･∂r
f=1
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*

* * ランーク7ン..32 *JS‥

*

* * フリカエサキ(セイバン)..2-24100

* *INPUT一丁IME‥05/0711:16 * STARTイIME..11:16:33

*

* ‡CP〕一丁IME 68SEC ‡5,100

*

* *DISK-IO 3,318カイ ¥6糾

*

* *DISK-MO〕NT Oカイ
*

* ‡PT-READ Oカイ ‡0
*
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*

* * LIST(ライン) 7,152ライン ¥2,146

*

‡******************‡***********+OB一カキン ‡12,275

* ∪-ID..03104リシス

* プロジ工クトNO‥
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* ケイカシカン‥

* CORE一丁IME

* MT一工0

* MT-MO]NT

* PT-P〕NCH

* CARD-P〕NCH

* LIST(ページ)

図6､課金情報 ジョブの課金情報が出力ジョブの一部として出力される｡

* JSN..702093

* リランークアン‥

278SEC * MPG‥

7g,200SEC

138カイ

1カイ

0カイ

0マイ

143ページ

* 76./05/`0711:21

* COND‥0000

450ページ(329ページ)

¥3.960

¥41

¥0

¥0

¥286

カタイ′くンコり=6250トゼンカイマテノ カキン ルイケイ ¥14,982,947

(工場会計)

図7 課金情事艮の処理 課金情報はセンタ ジョブによって出力され,会計に報告される｡

-デイ ングとセンタ ジョブとして実行されるプログラムか

ら成る｡

(1)センタ オウン コーディング

センタ オウン コーディングの機能は,ジョブごとの課金

情報の収集,それに基づく各ジョブの料金計算,そしてその

結果の出力から成る｡これらの機能は入力リーダとジョブ

ステップのタスクで実行される｡ジョブの課金情報は,JOB

CONTROLIきLOCK(以下,JCBと略す)と呼ばれるOS7

が持つテーブルに記録され,このテーブルによって各タスク

間の連絡がとられる｡

入力リーダはジョブとともに入力される課金情報をJCB

に記録する｡この情報には,ジョブの依頼者,その結果の利

用者及びそのジョブによって生ずる費用の配賦先などのジョ

ブに付加される情報と,ジョブクラスやプライオりティなど

のジョブ固有の情報がある｡

ジョブ ステップでは,ジョブがシステムのリソースをどれ

だけ使用したかという,ジョブの実行の結果としての課金情

報と,これに基づく料金計算の結果がJC王主に記録される｡

料金計算のために必要な各課金項目の単価表は,センタ オ

ウン コーディングとは独立にメモリ上に格納されている｡し

たがって,課金項目や単価の変更は,

*****

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

**********

1(本社会計)

その必要があれば容易

に行なうことができる｡

ジョブの課金情報はJCBのコピーとして課金ファイルに出

力される｡また,JCBで与えられた課金情報は,図6のよう

に出力ジョブの一部として出力される｡これにより,利用者

はどれだけセンタ システムをノ使ったかを料金の上でも知るこ

とができる｡特に,OS7では予算を設けることができるの

で,これは予算を持った利用者にとっては便利である｡

(2)センタ ジョブ

センタ ジョブは図7に見られるように,O S7によって出

力された課金ファイルを1日単位で処理し,稼動日報(図8)

を作成するとともに,磁気テープ ファイルにコピーし,ニれ

を1箇月分累積していく｡そしてこの累積ファイルからその

月の稼動実績表と振替明細表(表3)を作成する｡

【】 結 言

以上,HITAC 8700/O S7運用システムのうち,ボリュー

ム管理システムと課金システムについて紹介した｡

ボリューム管理システムの採用により,センタの利用者は

磁気テープ ボリュームを意識しなくて,ファイル名称だけで
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表3 振替明細表 l箇月分のジョブの料金計算の結果を集計して,利用部門に対Lて振替請求をする｡
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処理できるので,磁気テープ ファイルの使用がとりわけ容易

となった｡また,センタではオペレータはファイル名称にか

かわらず,ボリューム通し番号により正確にオペレーション

ができる｡つまり,当センタでは磁気テープにまつわるトラ

ブルは皆無となり,ファイルの識別のため才滋気テープ ボリュ

ームに外部ラベルをはり付けることはない｡

次に,課金システムの採用により,センタの利用者に村す
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図8 稼動日報 l日の稼動状況を表わす｡

PAGE:0710

+IST TRP マシンショウりヨウ

を烹三三壬(Ⅰ.ノ･′｡カイスウ)(ェン)

0 84

0 84

0 84

11 145

11 145

11 145

34 276

70 476

9 14,925

9 32,959

18 0

498 2,906

85 449

736 52,678

736 52,678

736 52,678

る料金計算が容易にかつ正確に行なうことができるようにな

った｡また,システムを効率的に運用するための有効な情報

を豊富に採取できるようになった｡

なお,センタの効率的運用という面からみると,図=で示

したセンタ業務のうち,スケジューリング システムについて

その機能を強化,改良することが必要であり,現在,その作

業を進めている｡




